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核融合中性⼦実験への応⽤を⽬指し、これまでに円筒放電型核融合中性⼦源の研究開発を⾏ってきた。模

擬核融合ブランケット体型における中性⼦の振る舞いを評価するためには、中性⼦束の実験的な評価体型

の構築が不可⽋となる。そこで本研究では、円筒放電型中性⼦源と Gd コンバータを含有する中性⼦イメー

ジングプレートを⽤いて、実験体型中の中性⼦束分布の定量評価を⾏った。 
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1. 緒言 

本研究では円筒放電型中性子源と中性子イメージングプレート

（IP）によって、中性子束分布の定量化手法を行い、微量トリチ

ウムの評価手法を模索した。 

2. 実験・研究手法 

コンバータとして Gd を含有する中性子 IP（BAS-ND2025, GE ヘ

ルスケア）に中性子を照射し、STORM820（GE ヘルスケア）で輝尽

蛍光（Photo stimulated luminescence: PSL）の読み取りを行っ

た。較正用の中性子源には 252Cf（中性子発生率: 1.6×103 n/s）

を用いた。放電型中性子源で DD核融合中性子を発生し、Li ター

ゲットの Li2TiO3粉末と中性子 IP に照射を行った（図 1b）。 

3. 実験結果と考察 

252Cf と中性子 IP を 5 cm 離れたところに設置し、間に設置した

鉛ブロックでγ線を遮蔽して感光試験を行った。実験時間を変え

た感光実験の結果、104～107 n/cm2の範囲における較正直線（図 1a）

が得られ、本較正直線は 1010 n/cm2まで直線性を持つことが期待さ

れる。[1] 次に、放電型中性子源を用いて、Li ターゲット（Li2TiO3

粉末）と中性子 IP に照射（中性子発生率: 最大 5×106 n/s）を行

った。実験後に IP 読み取りを行った結果、中性子の減少に起因する中性子影絵が得られた（図 1c）。中性

子損失量は較正直線より評価可能であり、熱中性子領域で中性子損失量と 6Li(n,)によるトリチウム生成

量が等しいと仮定すれば、トリチウム生産量を評価できることが示唆された。 
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図 1 中性子 IP 較正結果 (a)、IP と

Li ターゲットの配置(b)、得られた中

性子影絵(c) 
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